




経済研究所 / Institute of Developing
Economies, Japan External Trade Organization
(IDE-JETRO) http://www.ide.go.jp 











































































山 田 紀 彦
32 アジ研ワールド・トレンド No.260（2017. 6）
が「いいね！」ボタンを押すのである。ラオスの人々
は実行可能性はともかく、普段から理想を語ることが
多い。FBでもその特徴がみて取れる。ただし自己啓
発的な言葉やそのようなサイトの掲載は、日本人ユー
ザーにもよくみられることである。
第6は多くの人が不審サイトを注意せずに閲覧し、
同サイトがフォローワーに拡散してしまうことである。
このようなことはどの国でも起こるが、ラオス人ユー
ザーは不審サイトやアダルトサイトであっても注意せ
ずに閲覧し、それが他のユーザーに流れてしまうこと
が多々ある。
以上から、ラオス人ユーザーの多くは自己規制をす
ることなくSNSを使用していると考えられる。そこに
は物事にあまり慎重にならないラオス人の特徴が表れ
ているのかもしれない。もちろん何も考えずに不適切
な動画や画像をSNSにポストするのは他国でもみられ
る現象である。しかしお葬式でのセルフィーや公的機
関職員による内部情報の暴露は、SNSの使用に対する
ラオスの人々の考えが日本や他国とは多少異なってい
ることを示しているといえる。もちろん政府も内部情
報の暴露や不適切な動画・画像の掲載を問題視してお
り、法規制を行うなど対応している。しかしユーザー
にとっては規制などお構いなしであり、いまだに目を
覆いたくなるような動画や画像、また問題になるよう
な内部情報がタイムラインに流れているのである。
（やまだ　のりひこ／アジア経済研究所　在ヴィエン
チャン海外調査員）
《注》
（1）  http://www.cereja.co.jp/press_release20150323.
pdf、2016年12月19日閲覧。
画がFBに掲載された際には社会問題となり、警察が
暴行を加えた加害者を拘束する事件に発展した。日本
でも同様の動画がSNSにアップされることはある。し
かしラオス人ユーザーのタイムラインをみると、その
ような動画が頻繁にポストされている。もっとも多い
のは女子中学生や高校生の取っ組み合いの喧嘩である。
第3の特徴は、内部情報や資料をネットにあげてし
まうことである。特に公的機関職員が内部資料を撮影
し平気でFBに掲載することが多い。たとえば県が秘
密裏に中国企業に土地コンセッションを供与したとす
る内部資料をFBに掲載し、職員が拘束されるケース
があった。内容によってはおとがめなしの場合もある
が、このように拘束されることもある。
内部情報の暴露はこれまで知られていなかった情報
に国民がアクセスできることでもある。一方政府に
とっては、これまでのように都合の悪い情報を隠すこ
とができなくなりつつある。たとえば、これまで頑な
に隠してきた汚職や不正などの情報を一般メディアで
報道するようになった。その点においては、SNSやFB
による内部情報の暴露は、政府に情報公開を促すきっ
かけになったともいえる。しかし内部情報の暴露は公
的機関職員のモラルが疑われる問題でもある。
第4の特徴は、電話番号などの個人情報を公開する
ことである。FBは設定によって自分のタイムライン
をみるユーザーを制限できる。おもに、誰でもみるこ
とができる「公開」と、友達承認した人しかみること
ができない「友達」という設定がユーザーの大半を占
めると考えられる。ラオス人ユーザーの設定もそうで
ある。そして多くのラオス人が個人的なダイレクト
メッセージではなく、他の人がみられる設定で電話番
号などの個人情報を交換している。閲覧が友達に限定
されている「友達」設定であっても、実際に会ったこ
とのない見ず知らずの人も多い。「公開」設定であれ
ば不特定多数の人に自分の電話番号が知れ渡ってしま
う。しかしラオス人は電話番号が「公開」になっても
特に気にする様子はない。SNSで自身の番号を公開す
るようなポストは日本や欧米では考えられない。
第5は、金言・格言サイトや、自己啓発的な言葉が
並ぶサイトを掲載することである。ラオス人ユーザー
のタイムラインをみる限り、非常に多くの人がこのよ
うなサイトを閲覧し、気に入った言葉を自身のタイム
ラインにポストしている。そしてそこにフォローワー
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